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保
険
に
お
げ
る
需
要
三
供
給
L

佐

波

宣

平

同

保
険
に
於
げ
る
需
要

苔
々
。
経
済
史
は
地
上
を
は
う
野
獣
や
昼
中
を
と
ぷ
野
鳥
を
う
b
殺
し

τ衣
食
を
得
た
狩
…
猟
時
代
か
ら
は
じ
ま
り
、
つ
い
で
、

ζ

れ
ら
白
野
獣
や
野
鳥
を
生
捕
り
繁
殖
さ
せ
る
乙
と
を
知
っ
て
遊
枚
時
代
に
入
り
、
そ
れ
が
克
に
占
り
規
則
的
定
住
的
な
仕
方
を
と
る

止
う
に
な
っ

τ牧
高
時
代
と
な
担
、
そ
と
で
伺
草
を
北
崎
す
る
と
と
を
北
村
ぽ
え
τ
.
A
T
皮
は
主
と
し
て
植
物
質
白
も
白
に
夜
食
を
求

め
る
土
地
依
存
白
農
耕
時
代
目
漫
展
し
、
更
に
、
手
工
業
時
代
を
経
て
、
産
業
革
命
以
後
は
今
日
比
る
よ
う
な
工
場
制
工
業
時
代
に

至
っ
た
ま
と
と
に
長
い
道
程
を
と
る
。
し
か
し
、
一
口
忙
い
う
な
ら
ば
、
制
問
機
史
は
車
純
直
接
生
産
か
ら
複
合
迂
同
生
産
へ
の
過
程

で
あ
b
、
現
在
的
利
那
的
仕
方
か
ら
過
去
的
蓄
積
的
仕
方
へ
白
護
展
で
あ
る
P

人
問
。
総
務
生
活
は
脱
出
史
四
護
展
に
つ
れ
て
弐
第
に

階
居
的
と
な
る
。

し
か
し
、
吾
々
。
経
祷
生
活
は
皐
陀
と

O
Kう
に
過
去
灼
階
層
主
背
後
に
古
う
ば
か
り
で
な
く
、
同
時
に
、
未
来
的
合
蓄
を
も
前

迭
に
も
っ
て
い
る
。

E
O
と
と
は
人
間
白
経
由
酬
と
創
造
と
か
ら
成
る
す
べ
て
白
文
佑
財
に
つ
い
て
い
え
る
と
と
で
あ
る
が
、
い
士
、

と
れ
を
保
険
白
目
的
(
物
)
で
あ
る
機
械
・
建
物
・
般
舶
友

E
に
ワ
い

τ見
る
に
、

と
れ
ら
は
温
去
一
定
期
聞
の
蓄
積
に
占
っ
て
成

保
険
に
持
け
る
需
要
&
供
給

第
穴
十
六
巻

一
六
五

第
五
・
大
韓



保
険
に
和
け
る
需
要
と
棋
給

柑
前
大
十
六
巻

穴
占ノ、

第
五
・
穴
抗

= 

り
た
る
も
O
で
あ
る
と
同
時
忙
、
ま
た
、
未
来
の
相
曽
期
聞
に
わ
た
る
放
用
を
吾
、
々
に
約
束
し
て
い
る
a

そ
し
て
、
過
去
に
苫
か
白

ぽ
る
蓄
積
階
居
。
長
い
場
合
ほ
ど
未
来
に
よ
と
た
わ
る
放
用
過
程
も
よ
り
長

い
。
と
白
一
過
過
去
ιか
川
ら
現
在
を
経

τ未燕に九荘苧#ザ屯

畏
に
つ
れ
て
増
大
す
る
。
(
上
岡
参
照
)
し
た
が
ワ
て
、
現
花
の
生
活
の
破
壊

用

↓

倣

↓

o
l
戸
0
卜
円
十
lγ
。

同

ふ

』

+
O捕
は
、
過
去
の
長
い
蓄
積
階
府
の
成
果
白
喪
失
を
意
味
す
る
と
同
官
、
今
後

一
一
一
一
一
Z

D

未
来
の
長
き
に
語
、
よ
ぷ
数
用
れ
い
喪
失
を
意
味
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
吾
々
と

釦

一

一

一

一

し

て

は

、

単

に

現

在

右

剃

那

的

民

治

も

う

忙

と

主

ま

ら

す

、

そ

の

過

去

的

未

来

情

一

一

齢

的

意

味

を

も

考

え

、

と

れ

を

破

壊

か

ら

ま

も

る

た

め

に

何

等

か

の

配

慮

を

し

友
〈
て
は
詮
ら
ぬ
。
配
慮
は
ま
中
現
在
に
む
け
芯
仕
方
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
朱
旅
忙
謝
す
る
心
〈
ぽ
り
と
し
て
岡
崎
E
H同
ヱ
階
自
由
主

過
去
の
蓄
積
が
大
な
れ
ば

→ 

未来

で
あ
り
、
同
時
に
ま
た
、
過
去
を
か
え
り
見
る
も
白
と
し
て
限

MEEぽ
唱
。

r
川
容
忌
で
あ
る
。

大
な
る
限

E
現
在
に
お
け
る
未
来
へ
の
配
慮
は
慎
重
で
な
く
て
は
な
ら
唱
。
保
険
は
う
ま
り
、
と
う
し
た
配
慮
の
一
つ
で
あ
る
。
保

険
へ
白
要
請
が
歴
史
の
褒
展
に
ヨ
れ
で
高
ま
り
〈
る
白
は
、
と
白
よ
う
な
客
観
的
理
由
に
も
と
づ
く
。

人
聞
は
未
来
を
思
考
す
る
動
物
で
あ
る
。
皐
な
る
本
能
的
な
未
来
へ

D
危
倶
な
ら
ば
動
物
に
も
見
受
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

λ
関

が
動
物
と
異
る
白
は
未
来
に
そ
な
え
る
に
諌
め
一
定
の
慢
系
を
も
っ
と
乙
ろ
に
あ
る
。
人
聞
の
終
晴
樹
生
活
は
、
内
容
を
ふ
か
め
高
め

る
忙
つ
れ
て
、
単
な
る
物
理
的
回
閥
系
の
み
で
友
〈
貨
幣
的
閥
系
を
も
併
せ
則
い
る
。
保
険
は
こ
の
意
味
。
貨
幣
的
閥
系
、
し
か
も
、

普
通
に
見
受
け
ら
れ
る
単
純
友
仰
別
経
務
的
仕
方
で
左
く
、

よ
り
含
蓄
的
危
集
闘
経
済
的
仕
方
と
し
て
白
貨
幣
的
閥
系
に
屈
す
る
。

か
〈
白
ど
と
〈
忙
し
て
、
保
険
へ
の
要
請
ま
た
は
保
険
需
要
は
近
代
終
消
生
活
に
h

ぜい

τ本
一
知
的
な
需
要
で
あ
る
。



吾
々
は
H
b
D
現
在
的
需
要
白
充
足
に
よ
う
て
生
活
を
い
と
な
む
。
し
か
し
、
現
在
的
需
要
乞
充
足
せ
ん
と
す
れ
ば
迂
同
的
生
産

す
な
b
t
J
越
去
的
蓄
積
に
依
ら
危
〈
て
は
な
ら
泊
。
と
と
ろ
が
、
過
去
的
蓄
積
は
現
在
た
え
宇
破
壊
・
喪
失
の
危
険
の
も
と
に
あ
ヲ

て
、
と
れ
を
ま
も
る
に
は
未
来
的
仕
方
で
あ
る
保
険
に
訴
え
な
く
て
は
な
ら
唱
。
現
在
白
享
受
の
た
め
に
過
去
白
蓄
積
を
必
要
と
し

逝
去
の
蓄
積
を
危
険
か
ら
ま
も
る
た
め
に
は
未
来
白
仕
方
と
し
て
保
険
を
必
要
と
す
る
。

ζ

う
し
た
意
味
か
ら
、
保
険
需
要
は
第
二

衣
的
ま
た
は
第
一
二
次
的
需
要

l
l要
す
る
に
、
仮
生
需
要

2
2諸
島
骨

E
E
)ー
ー
ー
で
あ
る
。

ζ

の
己
と
は
保
険
ま
た
は
保
険
需
要
白

性
格
を
見
究
め
る
上
に
決
定
的
重
要
性
を
有
す
る
。
保
険
が
ど
う
で
も
よ
い
仕
方
り
よ
う
に
考
え
ら
れ
が
ち
な
の
は
、
保
険
需
要
の

と
う
し
た
間
接
性
・
汲
生
性
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

人
聞
は
自
分
を
危
険
か
ら
ま
も
る
仕
方
白
一
。
と
し

τ保
険
な
る
集
圏
を
形
成
し
た
が
、
乙
白
集
聞
は
互
に
相
傍
り
相
扶
け
ん
が

た
め
の
形
成
で
は
な
い
。
互
に
は
相
識
ら
歩
た
だ
仲
介
者
で
-
あ
る
保
険
者
と
契
約
を
む
す
ぷ
己
と
吃
よ
っ
て
保
険
集
聞
は
形
成
せ
ら

れ
る
。
保
険
は
法
律
皐
で
い
う
と
と
ろ
白
多
数
契
約
(
国
自
向
。
呂
田
岳
民
品
ま
た
は
附
従
契
約

(
S
E
E
q凶
LIFES)
に
属
す
る
。
多
数
白

保
険
契
約
者
は
一
人
の
保
険
者
の
提
示
す
る
保
件
に
し
た
が
心
て
各
自
た
だ
附
従
ず
る
白
み
で
あ
り
て
、
と
う
し
た
附
従
に
よ
っ
て

保
険
な
る
集
閤
が
形
成
せ
ら
れ
る
。
附
従
契
約
は
必
す
し
も
保
険
に
か
宮
ら
な
い
。
交
通
・
電
集
・
水
道
・
そ
の
他
、
太
な
り
小
友

り
公
共
的
調
占
的
&
事
業
に
と
れ
を
見
出
す
と
と
が
で
き
る
が
、
保
険
白
揚
合
、
そ
れ
が
も
と
も
と
多
数
の
禰
立
事
象
的
契
約
か
4

と
り
わ
け
、
附
従
刊
が
つ
よ
い
。
か
く

τ、
保
険
需
要
は
す

成
り
立
つ
も
白
で
あ
る
だ
け
に
、
契
約
相
互
間
に
圏
結
怯
が
乏
し
く
、

P
れ
て
仰
別
的
な
需
要
で
あ
る
。

叙
よ
か
ら
す
す
ん
で
、
保
険
需
要
。
弾
力
性
に
う
い
て
考
え
た
い
。

一
般
に
‘
需
要
D
弾
力
性
は
債
格
。
愛
化
率
に
封
す
る
需
要

の
時
型
化
率
の
比
で
あ
る
。

保
険
医
指
け
る
需
要
と
供
給

第
六
十
六
巻

一
六
七

第
五
・
六
腕

= 一



保
険
に
拘
け
る
需
要
と
供
給

第
犬
十
六
巻

占/、
j¥. 

第
五
・
穴
競

同

咽
叩
刷
明
。
山
冊
辻

L

一陣
H

制
刷
明
司
縫
合
制

剤
割
以
糊
剖
制

い
ま
、
詰
る
財
白
慣
椅
を
P
、
需
要
を
タ
と
L
、
タ
を
A
p
a

四
一
由
敷

F

と
す
る
。
『
H
」
、
な
)
し
た
が
っ
て
、

F
が
〆
に
欄
開
化
す
る
と
き
、
つ
れ
て
F

q
は
〆
に
欝
化
す
る
。
そ
し
て
、

¥
1
h
H
晶
子
、
l
T
u
h
f
と
す
る
。
し
か
る
と
き
、
需
要
の
開
力
怯
マ
は
衣
式
に
主
ワ
て
完
b
'
h
れ
る
。

同
門

i
i
z
-
-門
l
u
-
-
ん円
l
k
N
l
l
L同

l
い
内

弐

ιげ
お

い

降

主

主

が

判

晶

、

!

町

必

L
b
 

乙
の
ゆ
え
に
、
需
要
目
現
力
性
す
も
玄
た
慣
持
の
函
敷
で
あ
る
。

4
1
同
(
見
)
即
ち
、
需
要
目
碑
力
性
方
位
翠
に
需
要
曲
線

b
b
、
由
形
欺
に
よ
っ
て

り
み
な
b
ず
、
同
一
の
需
要
曲
椋
に
担
い
て
も
債
格
J

が
ど
り
貼
を
と
る
か
に
工
っ
て
も
定
宜
る
。

さ
て
、
と
う
し
も
正
需
要
弾
力
性
の
測
定
が
保
険
ま
た
は
保
険
畢
に
お
い
て
何
故
に
必
要
か
と
い
う
に
、
需
要
部
力
性
白
大
小
を
測

定
す
る
と
と
に
よ
む
て
、
保
険
一
般
が
首
該
都
梼
枇
舎
に
語
い
て
如
何
な
る
程
度
に
要
請
せ
ら
れ
る
か
、
ま
た
、
或
る
種
類
白
保
険

は
必
須
に
需
め
ら
れ
る
が
他
白
種
類
白
保
険
は
必
歩
し
も
さ
ま
で
需
め
ら
れ
な
い
と
云
う
こ
と
を
明
か
に
左
し
得
る
か
ら
で
あ
一
る
。

し
た
が
勺
て
?
と
れ
を
知
る
と
き
に
は
、
保
険
経
営
者
と
し
て
も
保
険
料
率
白
決
定
白
ヒ
に
或
る
重
要
な
指
針
が
輿
え
ら
れ
る
。
た

一
様
に
同
率
の
引
上
を
な
す
べ
き
で
な
く
、
需
要
白
邦
力
性
の
大
小
を
考
慮
し
て

と
え
ば
、
保
険
料
率
を
引
き
上
げ
る
に
し
て
も
、

と
れ
を
行
う
、
或
る
種
類
の
保
険
に
釣
し
て
は
何
割
白
引
上
を
行
う
が
、
他
の
種
類
の
保
般
に
ー
は
そ
れ
止
り
も
低
〈
何
割
に
と
ど
め

る
と
い
う
よ
う
に
、
要
す
る
に
、

も
っ
と
も
有
利
ま
た
は
趨
正
な
引
上
方
法
が
と
白
測
定
を
泡
し

E
得
ら
れ
る
。
料
率
引
下
の
場
合

も
同
様
?
あ
る
。

そ
と
予
一
、
以
下
、
需
要
D
弾
力
世
を
保
険
に
つ
い
て
概
観
す
る
。
た
だ
し
、
要
貼
を
記
す
に
と
ど
め
る
。



↓
一
般
陀
、
或
る
商
品
。
需
要
の
弾
力
怖
は
そ
白
商
品
。
代
替
陸
自
同
義
語
で
あ
る
。
米
の
需
要
弾
力
性
。
大
小
は
米
が
同
じ

(
 

主
食
料
品
で
あ
る
褒
に
よ
っ

τ代
え
ら
れ
る
可
能
性
(
代
替
怯
)
白
大
小
に
よ
う
て
定
ま
る
。
米
の
債
格
が
極
く
わ
ヂ
か
引
き
上
げ
ら

れ
で
も
市
ち
忙
米
を
や
め
て
葬
に
と
っ
て
代
え
る
と
と
が
容
易
で
あ
る
場
合
に
は
、
米
D
需
要
弾
力
性
は
大
で
あ
る
。
反
封
に
、
米

の
債
格
が
相
官
白
幅
を
も
っ
て
引
き
上
げ
ら
れ
で
も
年
来
の
貸
慣
習
か
ら
な
か
左
か
と
れ
を
萎
に
と
っ
亡
代
え
る
己
と
が
困
難
で
あ

ヲ

τ、
依
然
と
し
で
と
れ
ま
で
と
ほ
ぼ
同
じ
量
に
晶
い
て
米
を
需
要
す
る
と
い
う
よ
う
な
場
合
に
は
、
米
D
需
要
弾
力
性
は
小
で
あ

る
。
保
険
に
つ
い
て
も
同
じ
と
と
が
)
育
え
主
う
。

保
険
は
歴
史
的
所
産
と
し
て
と
白
世
陀
生
れ
副
党
も
白
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
今
日
白
刑
台
経
憐
稜
展
段
階
は
保
険
白
存
在
理

由
ま
た
怯
必
要
程
度
を
客
観
的
に
規
定
す
る
。
と

D
と
と
か
ら
す
れ
ば
一
、
保
険
白
需
要
弾
力
性
低
一
般
に
相
首
小
さ
い
も
の
だ
と
見

る
こ
と
が
で
曹
る
。
殊
忙
、
保
険
は
そ
れ
が
特
異
白
性
格
と
機
能
と
を
も
っ
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
れ
に
代
替
し
得
る
も
の
を
容
易
に
見

同
し
得
た
い
。
橡
防
、
銀
座
・
治
菟
ま
た
は
貯
蓄
赴
ど
白
仕
方
に
は
妓
呆
に
限
度
が
あ
り
、

る
こ
ム
」
hv得
た
い
。
か
く
し
で
、
或
る
保
険
白
場
合
、
(
特
匹
、
企
業
保
険
の
場
合
)

己
れ
ら
を
も
っ

τし
τは
保
険
に
代
え

代
替
は
ゼ
ロ
に
近
い
。
海
上
(
拙
舶
・
積
荷
)
保
険

に
う
い
て
見
よ
。
と
の
と
と
か
ら
し
て
、
保
険
白
需
要
弾
力
性
は
可
な
り
小
遣
い
。
卸
ち
、
保
険
料
率
が
相
首
引
き
上
げ
ら
れ
る
に

し
て
も
需
要
は
さ
ま
で
減
退
す
る
と
と
な
く
、
反
針
比
、
保
険
料
率
・
が
引
き
下
げ
ら
れ
る
か
ら
と
て
特
に
需
要
が
大
幅
に
増
大
を
一
市

す
も
白
で
な
い
。
し
た
が
っ
で
、
保
険
需
要
は
ほ
ぼ
一
定
で
あ
る
。
と
う
見
る
と
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
倒
方
に
お
い
て
て
保
険
は
そ
れ
自
惚
未
来
へ
り
配
慮
で
あ
る
た
め
、
そ
の
需
要
は
現
在
の
兵
程
的
享
受
白
劉
象
で
あ
る

各
種
有
形
財
陀
針
す
る
需
要
の
占
う
に
は
差
し
迫
っ
た
第
一
次
世
を
も
た
な
い
。
即
ち
、
第
一
一
共
的
ま
た
は
第
三
次
的
で
あ
る
。
ょ

円
J

て
、
料
率
白
如
何
に
よ
っ
て
は
7
保
険
需
要
は
手
控
え
ら
れ
、
遷
延
せ
ら
れ
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
保
険
な
し
に
で
も
す
ま
さ

血
仲
験
目
指
け
る
需
要
と
供
給

第
六
十
六
巷

占，、
ヅL

第
五
・
大
掛

五

.. 



れ
る
。
未
来
へ
白
配
慮
と
い
う
時
間
的
措
置
で
あ
る
ゆ
え
に
、
保
険
は
そ
D
需
要
に
語
い
て
却
円

J

て
時
間
的
に
第
二
次
的
意
義
を
奥

え
ら
れ
る
u

皮
肉
な
と
と
で
あ
る
が
、
己
れ
は
吾
々
が
現
に
見
き
き
し
て
知
る
と
と
ろ
D
事
貨
で
あ
る
。
個
人
性
が
と
か
く
明
確
主

紋
〈
家
計
の
保
険
、
殊
に

y
d険
が
原
則
と
し
て
徐
々
白
生
理
的
経
過
を
と
り
且
ヲ
も
た
ら
す
経
梼
的
不
利
盆
が
貨
幣
額
を
も
っ
て

は
っ
き
り
評
債
し
が
た
い
生
命
保
険
に
な
い
で
、
然
り
と
な
す
。
と
こ
ろ
で
、
或
る
も
白
が
そ
れ
な
し
で
す
ま
さ
れ
る
場
合
ほ
ど
代

替
惜
の
大
な
る
場
合
は
危
い
。
と
の
意
味
か
ら
す
れ
ば
、
保
険
需
要
の
弾
力
性
は
無
限
大
と
も
い
え
る
。
す
〈
友
く
と
も
、
生
命
保

険
O
需
要
弾
力
性
が
財
産
保
険
の
そ
れ
よ
り
も
著
し
〈
大
で
あ
る
こ
と
は
争
え
危
い
。
生
命
保
険
白
勧
誘
費
が
か
さ
む
己
と
は
そ
の

何
よ
り
も
有
力
友
詮
擦
で
あ
一
切
削
ロ

コ
需
要
の
弾
力
院
は
ヒ
ッ
ク
ス

Q

F
出
喜
回
)
白
い
む
ゆ
る
所
得
数
果

(
R
O
Z
品
E)を
過
し
て
考
え
ら
れ
H
Q
o

い
ま
、
例
を
悔

上
積
荷
保
険
に
と
る
に
、
積
荷
の
到
達
地
債
格
(
主
値
段
)
の
う
ち
忙
占
め
る
保
険
料
白
割
合
が
比
較
的
大
き
い
と
き
に
は
、
保
険
料

白
引
上
が
荷
主
白
所
得
扶
汎
を
不
利
に
み
ち
び
く
程
度
も
比
較
的
大
昔
〈
、
他
の
事
情
同
一
な
る
か
菅
り
、
荷
主
は
と
白
た
め
に
保

険
需
要
を
き
り
つ
め
ざ
る
を
得
た
い
と
と
に
友
る
。
う
ま
り
、
保
険
料
率
白
引
上
が
保
険
需
要
白
減
退
、
と
し
て
現
わ
れ
5
0
ょ円

J

て、

込，

保
険
陀
布
け
る
需
要
と
樟
給

七
O 

第
六
十
六
巻

第
五
・
大
腕

占ノ、

需
要
白
斑
力
牲
は
大
き
い
と
具
友
く
て
は
な
ら
印
刷
。
と
れ
と
反
封
に
、
到
達
地
債
格
の
う
ち
に
占
め
る
保
険
料
。
割
令
が
可
な
り
小

さ
い
と
き
陀
は
、
保
険
料
白
引
上
も
荷
主
白
所
得
品
川
崎
山
に
い
う
に
足
る
ほ
ど
不
利
な
作
用
を
及
ぼ
さ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
他
の
事

情
同
一
左
る
か
ぎ
り
、
荷
主
は
大
憾
と
れ
ま
で
諮
り
保
険
を
需
要
す
る
と
と
が
で
吉
る
。
つ
ま
り
、
保
険
料
率
が
引
き
上
げ
ら
れ
て

も
そ
れ
ほ
ど
目
立
っ
て
需
要
陀
嬰
化
が
で
て
と
な
い
、
よ
う
て
f
需
要
。
強
力
性
は
小
さ
い
と
見
な
〈

τは
注
ら
ぬ
。
保
険
料
率
の

引
下

D
場
令
も
こ
れ
に
準
じ

τ考
え
ら
れ
得
時
刻
。
と
れ
主
要
す
る
に
円
保
険
需
要
の
蝉
力
性
白
大
小
は
保
険
料
が
附
保
さ
れ
る
蛍
該

商
品
の
仕
上
債
格
白
う
ち
に
占
め
る
割
合
の
大
小
に
よ
ヲ

τ定
ま
る
。
生
命
保
険
に
つ
い
て
も
大
穏
と
れ
と
同
様
で
あ
ワ
て
、
生
計



費
白
う
ち
に
占
め

Z
生
計
保
険
料
の
大
心
に
上
っ
て
生
命
保
険
需
要
の
弾
力
性
の
大
小
が
定
ま
る
。

i
 

∞
じ
か
る
に
、
上
記
。
海
上
積
荷
保
険
白
場
合
、
荷
主
が
童
話
合
同
一
相
ま
た
は
他
白
書
円
杭
と
の
交
渉
に
三
て
従
来
よ
り
も

運
賃
?
占
り
安
い
積
荷
運
送
契
約
を
締
結
で
き
る
と
す
れ
ば
如
何
、
ー
換
言
す
れ
ば
、
従
来
の
積
荷
選
選
契
約
を
運
賃
の
よ
り
安

い
積
荷
謹
途
契
約
佐
代
替
せ
し
め
る
可
能
性
白
あ
る
場
合
は
如
何
、
と
い
う
に
、
と
の
代
替
か
ら
生
歩
る
荷
主
忙
正
つ
て
の
有
利
な

所
得
数
果
は
、
場
A
引
に
上
つ
て
は
、
荷
主
を
し
て
海
上
保
険
料
の
引
上
位
も
耐
え
し
め
る
と
と
に
な
る
。
即
ち
、
保
険
料
白
引
上
に

. 

も
拘
ら
や
、
荷
主
は
と
れ
ま
で
と
大
憾
同
じ
よ
う
陀
海
上
保
険
を
需
要
で
き
る
と
と
に
も
な
る
。

ζ

白
よ
う
な
場
合
、
保
険
需
要
の

蹄
力
位
は
小
♂
一
い
。
も
し
反
割
に
、
運
賃
の
よ
り
安
い
積
荷
謹
選
契
約
に
代
替
で
き
る
可
能
性
白
小
さ
い
場
合
に
は
、
己
目
閥
係
か

ら
有
利
た
所
得
放
果
は
で
て
来
争
、
し
た
が
う
て
、
保
険
需
要
を
き
り
つ
め
ざ
る
を
得
な
い
と
と
に
な
る
。
郎
ち
、
保
険
需
要
。
踏

力
作
は
大
き
い
。

一
般
に
、
商
品
A
が
他
の
商
品
ベ

r、
山
へ

嬰
弾
力
特
の
大
小
は
A
の
一
楕
完
財
μ
A
、

r、
f
、

保
険
と
海
上
運
迭
ム
一
が
相
互
忙
補
完
の
閥
係
に
立
ち
、
海
上
保
険
需
要
D
脚
力
品
目
は
蛍
該
海
上
蓮
迭
の
代
替
性
と
は
逆
白
一
聞
係
を
と

か
。
そ
れ
自
鴨
白
惜
質
と
し
ご
常
忙
補
完
財
的
性
格
を
も
っ
と
と
ろ
白
保
険
に
つ
い
て
、
乙
ラ
し
た
閥
連
か
ら
需
要
白
弾
力
性
を
考

え
る
と
在
は
可
能
で
あ
あ
。

〉

)

1

7

つ
ま
り
、
上
記
三
白
場
合
晶
よ
び
三
回
場
合
は
、
ム
」
も
に
、
所
得
妓
果
か
ら
保
険
需
要
白
蹄
力
制
を
見
る
も
の
で
あ
る
が
、

co

〈

(

場
合
に
は
、
保
険
料
が
完
成
財
債
格
白
う
ち
に
占
め
る
割
合
の
大
小
に
底
じ
て
保
険
需
要
員
力
性
が
定
ま
り
、
∞
白
場
合
に
は
、

だ
が
回
目
。
官
虻
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、

と
と
も
に
補
完
的
に
商
品
B
O
生
産
に
用
い
ら
れ
る
と
き
に
は
、

A
D
需

の
代
替
怪
の
大
小
と
は
越
の
閥
係
に
あ
る
。
吾
々
白
上
白
例
で
は
、
海
上

保
険
と
補
完
関
係
に
立
つ
財
の
代
替
性
用
大
小
と
は
逝
陀
そ
れ
が
定
ま
る
。

消
費

保
険
陀
指
け
る
需
要
と
需
給

策
穴
十
六
巻

七

第
五
・
六
鵠

七



品
仲
険
陀
担
げ
担
需
要
と
供
給

第
六
十
六
轡

士

晴

P
E
・
大
腕

" 

者
白
生
計
も
企
業
者
の
牛
産
も
、

I
R
も
に
、
極
め
て
多
数
白
要
素
(
同

E
S
)
か
ら
成
り
立
つ
白
が
普
通
で
あ
る
た
め
、

金
関
と
し
て

は
、
そ
の
う
ち
凸
或
る
一
つ
乃
至
二
O

D
要
素
に
り
い
吃
生
中
る
所
得
妓
果
は
と
れ
を
重
大
視
す
べ
き
で
な
い
。

一
般
に
、

X
財
D
債
格
上
昇
は

X
財
白
需
要
減
少
に
み
ち
び
〈
。
そ
し
て
、
と
白
場
合
白
債
格
上
昇
白
程
度
と
需
要
減
少
の
程
度

と
白
閥
係
に
止
っ
て
、
需
要
斑
力
性
の
大
小
が
決
定
せ
ら
れ
る
。
し
か
し
、

E
fれ
が
そ
白
ま
ま
蛍

τは
ま
る
白
は
、

X
財
た
だ
一
つ

し
か
存
在
し
左
い
場
合
で
あ
っ
て
、
も
し

X
財
以
外
に
他
財
が
あ
り
、
己
れ
が
X
財
と
種
々
程
度
を
異
に
す
る
代
替
ま
た
は
補
完
の

閥
係
に
あ
る
も
D
E
f一
考
え
る
と
き
陀
は
、
需
要
弾
力
性
は
か
な
り
異
っ
て
く
る
。
即
ち
、

X
財
と
他
財
と
の
閑
白
代
替
開
係
が
高
け

れ
ば
高
い
ほ
左
、
ま
た
は
、
雨
財
聞
の
補
完
関
係
が
低
け
れ
ば
低
い
ほ
ど
、

X
財
白
債
格
上
昇
が
X
財
白
需
要
減
少
に
み
ち
び
〈
程

度
は
高
い
。
し
た
が
っ
て
、

X
財
の
需
要
弾
力
性
は
大
で
あ
る
。
反
相
到
に
、

X
財
と
他
財
と
白
聞
の
代
替
閥
係
が
低
け
れ
ば
低
い
ほ

ど
、
ま
も
江
は
、
雨
財
閑
白
補
完
関
係
が
高
け
れ
ば
高
い
ほ
ど
、

X
財
白
領
格
上
昇
が
X
財
白
需
要
減
少
に
み
ち
び
く
程
度
は
低
い
。

し
も
凡
が
っ
て
、

X
財
の
需
要
弾
力
仕
は
小
で
あ
る
。

い
ま
、
と
れ
を
保
険
に
う
い
て
見
る
と
、
保
険
は
、

そ
の
特
殊
白
性
格
白
ゆ
え
に
、

と
れ
に
代
替
す
る
他
財
を
ほ
と
ん
ど
も
た
な

い
。
そ
L
て
、
保
険
は
そ
れ
白
鶴
が
意
味
を
も
っ
L
」
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
他
財
を
全
た
か
ら
し
め
る
と
と
に
意
義
主
有
す
る
。

換
言
す
れ
ば
、
保
険
は
補
完
財
的
杜
格
を
も
司
。
か
く
し
て
、
保
険
は
、
他
財
と
り
代
替
関
係
が
低
く
、

反
射
に
他
財
と
の
補
完
闘

係
が
高
い
。

E
白
意
味
に
沿
い
て
、
保
険
白
需
要
弾
力
性
は
一
般
的
に
小
で
あ
る
。

〉・。

2
2
K
お
け
る
需
要
弾
力
性
決
定
。
第
一

o
g
s・
S
F
E
E
a。同
S
E
W
E
r
-富
岡
、
苫
誤

T
E

E-再
m
L
-
F
-
〈
p
z
n
m
E
F
M
V
H
E
r
o
号
EESw-VEω
回

。

F

目胴
O

告
に
お
け
る
需
要
弾
力
性
快
定
の
第
二
。

2) 1) 3) 



4) 

諮
に
、
海
上
患
遺
需
要
白
部
力
性
が
梅
上
保
陵
町
伶
替
憧
と
謹
白
闘
揮
に
あ
る
と
と
担
捕
で
あ
る
。
(
代
替
閥
惇
・
補
完
関
係
は
、
と
も
に
、
ニ

尉
に
つ
い
て
宵
誼
的
で
あ
る
。
)
な
お
、
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
梅
上
積
荷
保
険
と
補
完
関
係
忙
立
つ
心
位
、
車
に
海
上
翠
還
に
か
智
b
な
い
。
溝

上
小
温
港
・
陸
上
謹
選
・
荷
遺
・
倉
庫
保
管
・
開
軸
な
E
も
補
完
回
関
係
陀
あ
る
。

同
川
一
回
開
。
固
に
担
け
る
需
要
弾
力
性
決
定
自
第
四
。

岡
山
【

Horn-
目

γ
J
B
・

6) ，5) 

ーー
保
険
に
お
り
る
供
給

上
で
保
険
需
要
白
郵
力
性
を
見
た
場
合
は
、
喝
H
H
H
Q
)
郎
ち
、
需
要
を
債
格
D
函
数
と
し
て
考
え
た
。
債
格
を
肖
愛
致
と
し

τそ

の
副
理
化
が
需
要
に
如
何
な
る
鐙
化
を
及
ぼ
す
か
を
問
題
忙
し
て
、
雨
者
白
援
化
率
を
考
え
た
。
と
こ
ろ
で
、
い
う
ま
で
も
な
い
が
、

E

D
場
合
は
、
需
要
者
と
供
給
者
と
は
別
個
白
立
場
に
立
ち
相
互
白
反
街
D
閥
係
に
あ
る
も
白
、
債
格
に
謝
す
る
需
要
者
の
立
場
と

供
給
者
の
立
場
と
は
互
に
相
反
す
る
闘
係
を
唱
と
る
も
白
と
考
え
た
白
で
あ
る
。
一
般
商
品
の
場
合
が
卸
ち
そ
う
で
あ
つ
で
、
上
で
保

険
需
要
の
弾
力
性
に
う
い
て
見
た
場
合
に
も
、
保
険
を
同

J

ま
り
一
般
商
品
と
同
じ
も
の
と
し
亡
一
臆
考
え
た
り
で
あ
る
。
巷
同
し
ば

し
ば
「
保
険
白
販
貿
」
「
保
険
版
賓
且
ど
た
ど
と
い
う
。
高
田
保
馬
博
上
も
「
保
険
と
は
一
定
の
事
境
目
生
起
を
傑
件
と
し
て
帽
具
現

す
る
可
能
的
債
櫨
白
費
買
を
い
う
」
占
見
宅
い
か
。
つ
ま
り
、
保
険
者
は
保
険
(
安
全
感
}
を
販
賛
す
る
も
白
、
保
険
契
約
者
は
保
険

料
を
支
梯
ワ
て
保
険
(
安
全
感
)
を
購
入
す
る
も
の
と
見
る
と
と
に
よ
う
て
、
保
険
を
一
般
商
品
忙
な
ぞ
ら
え
て
考
え
る
白
で
あ
る
。

保
険
忙
は
確
か
に
と
白
よ
う
な
見
方
を
許
す
一
一
回
が
あ
る
。
と
れ
は
、
歴
史
的
に
見
て
、
貸
物
給
付
に
貨
幣
給
付
が
と
う
て
代
る

よ
う
に
在
っ
て
、
も
と
保
険
類
似
制
度
(
防
衛
ギ
ル
ド
・
火
災
ギ
ル
ド
・
な
互
に
九
百
い
亡
事
後
鹿
置
と
し
て
た
だ
一
つ
で
あ
っ
た
給
付
が

ニ
七
=
一
作

保
険
医
担
け
る
需
要
と
快
給

策
大
十
六
巻

第
五
・
穴
披

グL



保
険
医
拘
け
る
需
要
と
併
給

第
犬
十
穴
巻

一
七
回
.

第
五
・
六
捜

民草

O 

保
険
に
K
M

い
て
給
付
(
保
険
料
)
と
反
封
給
付
(
保
険
金
)
と
い
う
艶
臆
す
る
こ
う
の
も
の
に
分
れ
た
上
に
、
さ
ら
に
、
近
代
資
本
主
義

の
成
立
に
よ
古
て
、
特
陀
叫
営
利
的
企
業
者
と
し
て
非
常
に
大
規
模
D
組
織
を
も
づ
保
険
者
な
る
も
O
が
原
則
と
し

τ集
閤
性
を
侠
〈

個
別
的
左
一
々
。
保
防
契
約
一
者
に
封
し
て
立
ち
現
わ
れ
た
が
た
め
で
あ
る
。
即
ち
、
給
付
J

反
針
給
付
。
封
臨
閥
係
が
一
般
に
賛
買

の
形
を
'r
一
る
冒
と
と
ろ
か
ら
、
人
々
は
保
険
を
も
市
場
に
責
賀
さ
れ
る
普
通
O
有
形
財
商
品
と
同
じ
よ
う
に
見
な
す
一
方
、
大
組
織
を

も
つ
保
険
者
の
旧
宮
に
よ
っ
て
保
険
も
大
量
生
産
さ
れ
る
工
業
製
品
(
し
た
が
っ
て
商
品
)
と
金
く
同
じ
も
白
即
ち
商
品
と
品
る
の
で
あ

る。
保
険
本
質
論
か
ら
す
れ
ぽ
、
保
険
者
、
主
古
っ
て
保
険
契
約
者
の
阜
な
る
受
託
者
包
括
吾
首
骨
苧
ま
た
は
管
理
者

2
2
5
Zる
に
す
ぎ

な
い
と
言
い
得
る
に
し
て

h
、
大
規
模
D
組
織
を
も
っ
て
は
じ
め
て
可
能
で
あ
る
現
寅
O
保
険
事
業
の
場
合
、
保
防
者
が
個
々
の
保

険
契
約
者
に
劃
し
て
も
う
意
味
は
ず
己
ぷ
る
大
き
い
。
保
険
は
附
従
契
約
で
あ
る
。
と
と
で
は
、
費
一
言
槽
は
原
則
と
し
て
保
険
者
の

側
肥
あ
り
、
保
険
契
約
者
は
た
だ
附
従
す
る
白
み
で
あ
っ
て
、
保
険
保
件
も
保
険
料
も
多
〈
白
場
合
保
険
者
民
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
。

と
う
し
た
事
情
が
保
険
を
商
品
と
見
な
す
と
と
を
可
能
な
ら
し
め
る
。

し
か
し
、

と
れ
白
み
が
保
険
白
金
商
で
は
な
い
。

上
記
白
ゆ
え
に
、
保
険
を
直
ち
に
一
般
商
品
と
金
〈
同
一
視
す
る
と
と
は
許
さ
れ
な
い
。
保
険
が
特
に
一
般
商
品
と
異
る
と
と
ろ

は
、
そ
と
に
買
占
め
・
費
残
り
・
退
蔵
品
(
ス
ト
?
と
が
な
い
、
持
費
や
買
戻
を
自
営
て
O
投
機
的
需
些
が
な
い
、
と
云
う
と
と
か

ら
明
か
?
あ
る
。
己
れ
は
保
険
に
告
い
て
需
要
と
供
給
と
の
聞
に
す
と
し
も
昼
臨
時
が
な
く
、
需
要
が
同
時
に
供
給
を
本
質
的
に
構
成

す
忍
が
た
め
で
あ

Z
。

買
占
め
や
ス
ト
ッ
ク
D
利
か
-
な
い
白
は
一
般
に
即
時
財

(
E
E
E
O
G
E
E
E喜
5
4
白
特
徴
も
あ
っ
て
、
己
の
結
、
交
通
努
務
や



電
力
も
大
傾
向
様
?
あ
る
。
己
れ
ら
を
供
給
ず
る
事
業
に
供
給
上

0
3
r。
時
古
島
が
附
き
も
O
で
あ
5
D
は、

財
h
k
取
扱
う
が
ゆ
主
で
あ
る
。
と
と
ろ
が
、
保
険
に
は
、
と
う
し
た

-ugrw
。
司
也
自
忙
が
左
い
。
特
に
日
ω
F
J『
C
E
a

と
い
う
も
白

が
た
い
。
と
と
で
は
多
々
盆

f
弊
A
F
る
。
需
注
に
鷹
じ
き
れ
な
い
保
険
な
る
も
白
は
考
え
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
、
契
約
件
数
の
多
い

場
合
ほ

E
、
大
誠
治
則
は
よ
り
完
全
と
な
り
、
安
全
割
増
は
よ
り
小
苫
〈
な
っ
て
、
そ
D
結
果
、
保
険
料
は
低
下
す
る
。
と
れ
は
、

そ
れ
が
即
時

保
険
白
場
合
、
交
通
労
務
や
電
力
な
ど
り
場
令
と
ち
が
っ
て

需
要
と
供
給
(
需
要
者
左
供
給
者
)

O
聞
に
本
質
的
封
臆
の
開
係
が
な

い
か
ら
で
あ
る
。

通
常
白
商
品
の
場
合
に
は
、
一
方
に
需
要
が
あ
り
、
と
れ
に
劉
隠
し
て
他
方
に
供
給
が
立
ワ
。
ま
た
は
、
需
要
を
見
越
し
て
供
給

が
左
さ
れ
、
供
給
を
見
越
し
て
需
要
が
友
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
需
要
と
供
給
と
は
し
ば
し
ば
食
い
ち
が
い
を
生
じ
、
需
要
の
池

剰
空
た
ほ
池
小
、
供
給
の
過
小
ま
た
は
過
剰
を
生
A
Y
Z
。
需
要
が
商
品
。
市
場
存
在
最
を
と
え
て
増
大
し
需
要
者
が
上
り
高
い
値
段

の
申
出
を
友
す
と
き
に
は
、
生
産
規
模
白
披
張
を
も
っ
て
し
な
〈
て
は
供
給
を
需
要
陀
令
わ
せ
る
己
と
が
で
き
な
い
。
生
還
に
要
す

る
同
定
費
本
の
割
合
の
大
小
に
臆
じ
て
、
需
要
に
封
す
る
供
給
白
調
節
に
は
ど
う
し
て
も
時
間
的
ギ
ヤ
フ
プ
が
よ
と
だ
わ
ざ
る
を
得

な
い
。
需
要
増
加
〈
し
た
が
っ
て
慣
格
上
昇
)
に
少
し
も
無
理
な
く
供
給
を
調
節
さ
せ
る
と
と
は
、
一
般
商
品
。
場
合
、
困
難
士
た
は

不
可
能
予
あ
る
。
無
限
O
長
期
を
想
定
し
・
な
い
か
ぎ
り
、
一
般
商
品
に
あ
っ
て
は
、
供
給
自
搾
力
性
は
原
則
と
し
て
小
で
あ
る
。

と
と
?
供
給
白
弾
力
怜
と
い
っ
た
が
、
と
れ
は
さ
き
に
見
た
需
要
の
弾
力
但
白
山
葬
式
花
暑
い
て
要
需
-M
叩
を
供
給
川
刊
に
骨
量
代
え
る

と
と
に
土
っ
て
興
え
ら
れ
る
。

事
務
G
滞
詩
輔

、
落
態
。
織
法
需
i
1
1
1
1
1
-
-

温
帯
。
柵
刷
会
憐

唱に

∞|守

令|争

保
険
阻
お
け
る
需
要

k
冊
給

第
大
十
六
巻

七
豆

第
五
・
六
腕

四



保
険
医
荷
け
る
需
要
と
俳
給

第
六
十
六
巻

七
六

策
五
・
六
競

ド斗

一
般
に
、

生
産
者
は
商
品
白
債
格
が
高
く
な
れ
ば
供
給
量
を
増
し
‘

反
野
に
、
商
品
。
債
格
が
低
く
な
れ
ば
供
給
量
を
減
ら
す
。

し
か
し
、
己
内
調
整
は
生
産
に
よ
っ
て
必
・
干
し
も
同
一
で
な
い
。
或
る
生
産
は
比
較
的
容
易
に
債
格
D
嬰
化
に
ー
底
じ
て
供
給
主
調
整

し
得
る
が
、
他
。
生
産
D
場
合
は
そ
れ
が
可
・
な
り
困
難
で
あ
る
。
と
の
調
整
の
難
易
に
よ
っ
亡
供
給
白
弾
力
附
が
定
士
る
。

一
般
的

に
い
う
友
ら
ば
、
固
定
資
本
比
率
。
大
な
る
生
産
業
ほ

E
供
給
白
弾
力
性
は
小
さ
い
。
債
格
し
た
が
っ
℃
需
要
の
媛
動
に
生
産
設
備

E
遁
臨
調
整
さ
せ
与
の
に
時
間
を
多
く
と
る
か
ら
で
あ
る
。
己
白
融
、
保
険
や
銀
行
の
場
合
は
、
固
定
費
本
比
率
が
比
較
的
小
な
る

た
め
、
供
給
白
期
力
性
は
比
較
的
大
で
あ
る
。
し
か
レ
‘
と

D
場
合
、
保
険
と
銀
行
と
D
間

ιは
本
質
的
相
違
が
占
と
た
わ
る
。

銀
行
白
場
令
、
饗
金
の
需
要
左
供
給
と
は
本
質
主
異
に
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
或
る
限
界
を
己
え
る
と
、
資
金
の
需
要
量
と
供
給

量
と
の
問
に
し
ぼ
し
ば
食
い
ち
が
い
を
生
歩
る
。
時
と
し
て
金
融
空
港
迫
が
あ
る
一
方
、
時
と
し

τま
た
、
金
融
白
緩
授
が
あ
り
、

資
金
D
需
要
供
給
が
調
整
を
見
る
に
は
大
危
り
小
た
り
何
程
か
時
間
的
経
過
を
必
要
と
7
5
0
し
か
る
に
、
保
険
の
場
合
陀
は
、
需

要
が
同
時
に
供
給
を
本
質
的
陀
構
成
す
呂
と
こ
ろ
か
ら
、
需
要
つ
ま
り
契
約
件
数
が
大
ま
た
は
小
と
注
れ
ば
、
そ
れ
に
癒
巴
て
、
供

給
つ
ま
り
保
険
規
模
も
そ
れ
に
う
れ
て
大
ま
た
は
小
と
な
る
。
需
要
に
肱
じ
き
れ
な
い
保
険
も
需
要
を
こ
え
て
過
剰
に
な
や
む
保
険

も
考
え
巨
れ
友
い
。
考
え
ら
れ
る
に
し
て
も
、
す
〈
た
く
と
も
一
般
商
品
陀
老
け
る
ほ
ど
陀
頴
著
で
友
い
。
と
白
意
味
か
ら
、
比
時

ぎ
り
、

的
表
現
を
も
っ
て
す
る
左
ら
ぽ
、
保
険
陀
お
い
て
は
供
給
D
弾
力
性
は
極
め
て
大
で
あ
る
。
す
〈
な
く
と
も
純
保
険
料
に
闘
す
る
か
・

イ

と
う
一
事
え

Z
。

一
般
商
品
白
場
合
、
供
給
白
弾
力
性
は
景
気
不
景
気
に
よ
っ
て
異
る
。
即
ち
、
景
気
沼
滞
期
に
は
生
産
設
備
が
過
剰
を
呈
し

τ不

使
用
能
力
す
E
目
白

E
官
2
4
)

を
も
っ
と
と
ろ
か
ら
、

と
と
で
景
気
が
好
特
色
兆
を
見
せ
商
品
白
慣
格
が
上
昇
し
は
じ
め
る
と
す
る

位
給
自
弾
力
性
は
大
で
あ
る
)
し
か
る
に
好
景
気

(
し
た
が
っ

τ
乙
舟
場
合
、

と
、
円

J

れ
て
、
供
給
を
難
な
く
剖
臆
さ
す
と
と
が
で
き
る
。



が
つ
づ
き
生
産
設
備
が
フ
ル
陀
同
軸
押
し
て
い

Z
上
う
な
場
合
に
は
、
商
品
の
債
格
が
更
に
よ
り
高
く
な
る
に
し
て
も
直
ち
陀
と
れ
に

臆
じ
て
供
給
量
を
増
加
さ
す
と
と
は
で
き
友
い
。
モ
れ
が
比
較
的
長
期
を
必
要
と
す
る
生
産
財
(
特
に
固
定
設
備
)
の
生
産
を
前
提
す

る
か
ら
で
あ
る
。
(
し
た
が
っ
て
、
供
給
白
弾
力
怯
は
小
で
あ
る
。
)
し
か
し
、
一
般
の
商
品
と
ち
が
っ
て
叙
上
の
よ
う
に
供
給
白
弾
力
性

の
極
め
て
大
昔
い
保
険
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
景
気
・
不
景
気
に
よ
る
と
う
し
た
不
同
が
見
ら
れ
な
い
。

も
ち
ろ
ん
、
乙
れ
は
保
陵
町
封
象
た
り
得
る
静
躍
的
危
険
忙
つ
い
て
由
乙
と
で
あ
る
。
摂
損
回
想
様
が
な
お
定
型
化
す
る
に
至
ち
な
い
動
躍
的
危
険

に
つ
い
て
は
、
需
要
債
格
(
保
険
料
寧
)
四
如
何
に
か
か
わ

ιず
、
供
給
は
と
れ
忙
願
E
得
な
い
。
そ
れ
が
保
険
白
割
象
た
り
得
な
い
か

ιで
あ
る
。

上
で
保
険
で
は
需
要
が
同
時
に
供
給
を
本
質
的
に
構
成
す
る
と
去
っ
た
け
れ
ど
も
、

と
白
場
合
D
供
給
は
「
一
隠
の
供
給
」
に
す

ぎ
左
い
。
可
能
的
債
権
つ
ま
り
未
来
に
一
定
の
事
故
が
後
生
す
る
な
ら
ば
所
定
白
保
険
金
主
支
梯
う
で
あ
る

δ
と
の
約
束
が
保
険
に

島
け
る
供
給
し
た
が
G
て
「
一
懸
の
供
給
」
で
あ
る
一
よ
っ
て
、
仕
事
は
左
-E
未
来
に
白
と
さ
れ
て
い
る
。
む
し
ろ
・
そ
う
云
っ
た

未
来
性
を
も
っ
と
と
ろ
に
保
険
供
給
の
特
徴
が
あ
品
。
危
険
白
経
過
に
と
も
な
う
保
険
事
故
白
取
扱
・
鹿
理
が
保
険
業
務
白
費
税
し

た
が
ヲ
て
保
険
供
給
の
規
模
を
規
定
す
る
。
と
の
た
め
、
保
険
で
は
多
々
益
々
鉾
A
Y
る
と
は
云
え
、
念
に
一

0
0倍
す
る
需
要
を
剖

座
忙
消
北
ず
る
供
給
は
む
円

J

か
し
い
。
ま
た
、

に
わ
か
陀
一

O
O分
の
一
陀
縮
少
す
る
需
要
に
そ
白
ま
ま
供
給
規
模
を
邸
臆
さ
せ
る

と
井
一
志
困
難
で
あ
一
る
。
と
の
と
と
白
ゆ
え
陀
、
保
険
で
も
供
給
白
蹄
力
性
は
決
し
て
無
限
大
で
は
な
い
。
し
か
し
、

一
般
白
商
品
殊

に
有
形
財
と
比
較
す
る
な
ら
ば
、

そ
と
に
は
本
質
的
相
違
が
見
出
さ
れ
る
。

銀
行
が
可
能
的
債
権
つ
ま
り
未
来
の
一
定
期
間
内
に
長
け
る
貸
付
在
約
定
す
る
場
合
は
如
何
と
い
う
陀
、
資
金
四
需
要
者
と
供
給

者
ム
」
が
異
る
か
ぎ
り
、

需
給
由
時
間
的
界
一
致
は
さ
け
得
左
い
。
資
金
需
要
陀
つ
ね
に
郎
臆
し
て
費
金
供
給
を
一
致
さ
せ
る
と
と
は

で
き
左
い
。
か
く
し
て
わ
ナ
か
に
、
預
金
を
櫓
保
に
銀
行
が
営
該
者
に
貸
付
在
約
定
す
る
場
合
が
保
険
に
い
く
ら
か
似
て
い
る
で
あ

保
険
医
拘
け
る
需
要
と
世
絵

第
犬
十
六
巻

一
七
七

第
五
・
山
川
崎
臨

四



保
険
目
指
げ
る
需
要
と
供
給

第
五
・
六
揖

策
大
十
六
巻

ニ
七
八

と
の
故
に
、
銀
行
と
保
険
占
を
同
一
視
す
る
と
と
は
で
き
な
い
。
雨
者
聞
に
は
本
質
的
相
違
が
存
す
る
。

と
凸
と
と
、
敢

ろ
う
が
、

え
て
、

と
と
吃
設
明
を
要
し
・
な
い
苛
あ
効
埼
ノ
。

四
四

高
田
保
馬
「
植
済
事
原
理
」
昭
二
四
、
日
本
再
論
枇
J

ニ
一
品
頁
。
回
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R
r
も
乙
れ
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C
同
意
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で
あ
る
。
回
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mopH・
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閃
何
回
め

E
F
E岳
司
百

mmwvE
冨
邑

L
h句
N
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ω・師。・

供
給
曲
線
(
S
Y
)
は
、
そ
り
怯
質
上
、
右
上

P
円
形
を
と
る
か
ら
、

k
w
l
v
o
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
供
給
。
躍
力
性
は
需
要
白
調
力
怯
と
異

A
V
 

っ
て
マ
イ
ナ
ス
を
と
ら
な
い
。

1】3) 2) 


